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１　類似 の化学構造を もっているナイl=lソお よび絹は

実用上，黄 褐変現象をすると云 う共通の欠点を もってい

る。此の現象の理 論的研究も行 われているが未 だ明確な

原因は分っていない。又完全 な防止法も見出されていな

い。我 々は実用上 の見地より， ナイロンおよび絹を洗剤

等にて処理し，日光，赤 外線，紫外線照射，熱処理を行

って其の黄化現象を検討 した。

２　絹羽二重， ナイl=･ソタフタを，各種洗剤，酸， ア

リカリ，螢光漂白剤，尿素，チ オ尿素 に浸漬後，日光，

紫外線， 赤 外線照射， 熱処理 （100～170 °C） を行い，

Yellowness を検 討した。尚Yellowness の測定 につ

い ては検討すべき点 が多いが，肉眼判定 の併用によって

大体 の傾向を検討 した。

３　大ざ っぱな傾向のみにて，明確 なこ とは分らない

が. (1) 日光照射では，照射不充分の為, 明瞭でないが，

絹 の黄変がやや大きい。（2) 紫外線では絹の黄変が大で

あ る。（3) 赤 外線，熱処理 では ナイロンの黄変が大であ

る。(4) 螢光漂白剤は長時間 の光，熱 の影響 により却 っ

て黄変が大 となる。（5) 黄化布は洗際 によってはもとに

もどらない。


